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第5章   

高度情報通信技術と社会  

柴崎文一  shibasaki＠ccre．soken．acjp  

総合研究大学院大学  

プロフィール  

専攻は哲学・倫理学。本来の専門は価値的言語使用の論理分析。ドイツ、アメリカ留学を経て、現  
職。計算機とのつきあいも長く、数年前からインターネットの普及にともなう哲学的・倫理的課題に  
関心を抱いて、情報倫理学の確立に向けた思索を展開する  

1．高度情報通借技術と社会  

今日は、以下の点について話していきたい。  

●哲学と倫理学   

哲学と倫理学の関係があまりよく理解されていないので、基礎理解のた  

めに概説する。  

●倫理学：基礎理論と応用倫理   

倫理学も細分化できるので、その構造について触れる。  

●インターネットと社会   

インターネットのメリット、デメリットを勘案した上で、社会に与える   

影響について言及する。  

●科学技術と社会   

インターネットの普及に伴って生起している諸問題は、科学技術一般と   

社会の問題としてとらえなければ解決しないことを指摘する。   


















































